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2007年 調査研究開始 

 「川づくりはまちづくり」の旗印のもと、か
つて石炭の洗炭で真っ黒だった夕張川
にサケを蘇らせよう2007年に夕張川の
調査研究を開始 

→南幌町の清幌床止までサケ遡上の事
実を確認→夕張川の水は濁っているが
水質は問題ないことを確認 

最初の放流から３年から４年で帰って
きて産卵、そしてその子どもたちが帰って
くるまで３年から４年、つまり最低７年
の継続事業として、関係機関・団体と
連携の下、サケの稚魚放流を開始 

 2008年 サケの稚魚放流開始 
 



2008年 

南幌町清幌床止の
魚道改修 

魚類遡上の妨げとなっていた魚道を
改修し、サケやサクラマスなどの多くの
魚類がのぼりやすい状況を実現 



2011年以降 

放流したサケ遡上を
確認 
 

栗沢頭首工まで、放流したサケが遡上
していることを確認 



2012年以降 
サケ稚魚さと親
制度開始 

河川清掃開始 

これまで公共施設を中心に飼育をし
てきたサケの魚卵を、一般家庭で飼
育していただくさと親の取組を開始 

流域住民とともに母なる川である夕
張川まで遡上してきたサケの産卵場
所となり得る雨煙別川の清掃作業の
取組を開始 

サケが遡上している様子を直接見て
いただこうと、遡上見学ツアーを実施 



2012年 

夕張川河川整備
要望書を提出 

栗沢頭首工への魚道設置を含めた夕
張川河川整備要望書を、栗山町、栗
山町ハサンベツ里山計画実行委員会、
そして栗山青年会議所の三者により、
国土交通省へ提出 



稚魚放流開始７年目となる
2014年度 

栗沢頭首工への魚道設置工事が、８月に着工、2015年
3月完成するという吉報が・・・ 

2015年４月にはサクラマス、そして… 
１０月にはサケが栗山町へ遡上が確実 



サケたちが戻ってくる雨煙別川を きれいにして、産卵できる場所
を 準備することが必要なのです。 

 

今、私たち流域住民ができること。それは・・・ 

皆さんの力で雨煙別川の河川清掃に取り組み、 
母なる川を想造しようではありませんか！ 

流域住民が地域を想い自らの手で持続可能な運動展開へと導くために・・・ 

雨煙別川の河川清掃を行います。 

（仮称）「夕張川“いい川”ネット」を設立します。 

栗沢頭首工の愛称を募集します。 


